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1．は じめ に

　気象研台風研究部で は、 ドッ プ ラー速度か ら台風

の 風速場 をリ トリ
ーブし、傾度 風平衡の 関係 か ら台

風 の 中心気圧 を 5分毎に推定す る手法 の 開発を進 め

て きた （嶋田 ・北畠 2013 秋）。 こ こ で扱 うリ トリ
ー

ブ法は 、
レ
ー

ダ
ー

と台風 を結ぶ 方向に直行する成分
の 環境風が算出で きな い

。 別途 環境風 の 情報を導入

しな い 限 り、 リ トリ
ーブ され る接線風 の 精度は台風

中心 か ら外側 ほ ど低い （例えば、Chen 　et 　al．2013 ）e

　気象庁で は 2006 年か ら 2e13 年に か けて 現業 レ
ー

ダーが順次 ドッ プラ
ー

化 され、こ の 間数多 くの 台風

が tr−一ダー
近傍を通過 し、デー

タが蓄積 され てきた。

そ こ で、本研究ではそれ らの デー
タを利用 して台風

の 強度推定を行 い 、気象庁ベ ス トトラ ッ クを真値と

仮定 して、そ の 精度や有用性 の 評価を行 っ た 。ま た、

得られ た結果の妥当性を確認す る た め 、シ ミ ュ レー

シ ョ ン デ
ー

タ を使 っ た 強度推定 も数事例行 っ た 。

2 ．推定結果

　強度推 定 の 事例総数 は 、2006 年 か ら 2014 年 まで

の 台風で 28 であ る （同 じ台風 を別 レ
ーダー

で推定

した もの を含む）。図 1 は、それ らの 推定結果 （高

度 2km の ドッ プラ
ー速度デー

タを使い 、台風 の 移

動速度か ら推定し た環境風 を リ トリ
ーブ手法に導入

して 推定 した もの） と気象庁ベ ス ト トラ ッ クデータ

の 散布図で あ る。平均二乗平方根差 （RMSD ）は 9．8
hPa 、バ イ ア ス は 0．9　hPa だ っ た e こ の 推定 精度 は、
ドボラ ッ ク法 の 推定精度 （RMSD に相 当す る量で

7−19hPa （木場 1990））、マ イ ク ロ 波探査 計デ
ー

タ

を使 っ た推 定法 の 精度 （RMSD で 10．1　 hPa （小 Lli

2013）） と同程度で ある。次に、高度 1km のデー
タ

を使 っ た場合及 び環覓風をリ トリ
ーブ手法に導入 し

な い場合の 精度を調べ た （表 1）。そ の結果、高度

1km の 結果 は 精度が良 くない こ と、環境風 の 導入 は

バ イ ア ス を改善させ る こ とがわか っ た 。

　次に、理想的な ドッ プラ
ー

速度デー
タが得 られた

場合 にそ もそ もどれ だけ の精度で推定でき るの か、

また台風 の 移動速度か ら推定 した環境風 を リ トリ
ー

ブ手法に導入 した場合 の 効果を確認す るた め、シ ミ

ュ レ
ー

シ ョ ン デ
ー

タ か ら ドッ プ ラ
ー速度を作成 し、

それ を観 測データ に 見 立 て て強度推定を行 っ た （表

2）。高度 2km の データを利用 し環境風を導入 した

場合、真値 との RMSD は 5．4　hPa 、バ イ ア ス は
・0．2

hPa だ っ た 。 また 、環境風 の 導入 はバ イ ア ス を改善

す る こ と （バ イ アス の 正 ・負 は事例毎 に異なる）、高

度 2km のデー
タを利用 した推定値が最も真値に近

い こ とが わか っ た。こ れ らの結果は 、 上述 の 実際の

ドッ プラ
ー速度データを用 い て推定 した結果と整合

的で あ り、実際の ドッ プ ラー速度を使っ た推定結果

が妥当で あ る こ とを示す 。

3 ．結論

　以上 の 検証に よ り、ドッ プラ
ー

レ
ー

ダ
ー

を活用 し

た台風 の 強度推定は、他 の 推 定手法 と同等 の 精度で

可能な こ とがわか っ た。推 定可能 な台風 は、こ こ 数

年 、 年 4−5 個の 頻度 で 日本 に接近 ・上陸 して い る。

そ の た め 、 ドボ ラ ッ ク法及び軌道衛星搭載 マ イク ロ

波 セ ン サ
ー

に よる強度推 定法 に加えて本 手法を導入

す る こ とで 、台風 が 日本 に接近 した 際に よ り精度の

良い 強度推定が可能に なる こ とが期待され る。
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図 1： 台風の 移動速度 か ら推定 した 環境 風 を リ トリーブ手 法

に導入 し、高度 2km の ドッ プ ラ
ー

速度デ
ー

タ （CAPPI ）を

使 っ て 推定 し た 中心気 圧 （縦軸 ）と気 象 庁 ベ ス ト トラ ッ クデ
ータ （横軸 ） の 散 布 図．
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表 1．ドッ プラ
ー

速度デ
ー

タ を利用 して 推定 した台風 の 中

　　 心気圧 の 精度．

条件
NRMSD 　 BIAS 相関

総数　　［hPa】　 【hPal　 係数

z＝2km ，環境風 あ り

z ； 2km ，環境風な し

z＝lkm，環境風 あ り

z＝1km ，環境風な し

5277　　　9．83　　　0．90　　0．84

5310 　　　10．06 　　　2，04　　　0．83

5140　　　12．66　　　1．28　　　0．74

5180 　　 12．48 　　 2．52　　 0．75

表 2．シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン データ か ら作成 した ドッ プ ラー速

　　 度 を利用 して 推 定 し た 台 風 の 中 心気 圧 の 精度 。

条件
NRMSD 　 BIAS 相関

総数　　［hpal　 ［hPa】　 係 数

z ＝2k 皿 ，環 境風 あ り

z＝2km ，環境風 な し

z＝ lkm ，環境風あり

z＝lkm ，環 境 風 な し

431　　　5．40
』
　　−0．15　　0．90

431 　　　8．16　　　
−0．76 　　0，83

450 　　　9．31　　　−7．25　　0、82

444 　　　11．37　　
・7．71　　0，76
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